
幕末明治の写真師列伝 第百三十四回 宮下欽 その五十二 

 

内国勧業博覧会事務局編『明治十年内国勧業博覧会賞牌褒状授与人名録』（内国勧業博覧会事務局、明治12年）には、愛知県の

部に「同（＊褒状のこと） 影畫 宮下欽」とあり、宮下欽は内国勧業博覧会事務局より褒状を授与されている。 

『明治十年内国勧業博覧会審査評語２内国勧業博覧会事務局』によれば、「同 本町 宮下欽」とあることから、明治8年

（1875）頃から明治12年（1879）まで、宮下欽は名古屋市本町で開業していたようだが、その正確な場所は判らない。また名古

屋市南桑名町の写真師・鈴木佳三郎もどういう経歴の人物かも不明だ。 

 以上のことから、宮下欽は東京池之端の通天楼から独立して、名古屋市本町で写真撮影の活動をしたのは明治8年（1875）頃

からということがこれで証明できる。                                   （森重和雄） 
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